
2023 年５月 17 日 

経済産業副大臣 中谷 真一 様 

 

株式会社あかりみらい   

代表取締役 越智 文雄 

 

政府カーボンニュートラル行動計画（2021 年 10 月 22 日閣議決定） 

における 2030 年 100％LED 化の課題について 

 

１．2030 年 100％LED 化におけるサプライチェーン問題について 

 

・不安定な国際情勢等により半導体の供給問題が生じており、すでに LED 照明資材

も値上がりし品不足が生じている。 

・電気料金高騰もあり、全国の民間・自治体で既存照明の LED 化が加速している。 

これに 2030 年に向けた政府施設の 100%LED 化の動きが本格化すると、LED 資材供

給にサプライチェーン問題が発生することが予想される。 

・LED メーカーに対して、増産・在庫体制を政府として要請し、政策としてサプライ

チェーン補助の制度設計を検討すべき。 

・その際にはコスト、工期などで優位性のある管交換工事方式への経産省の不適切な

指導を改善する。(別紙) 

・また、資材のみならず電気工事士の人手不足問題への対策も必要。 

 

２．アスベスト対策強化による LED 照明工事への影響について 

 

・2022 年 4 月の大気汚染防止法の改定で、2006 年以前の施設での LED 器具の取付

に天井工事を伴う場合には、事前にアスベストの有無を確認し、アスベスト工事資格

のある人間が行う必要がある。これを厳格に適用すると工期の延長、試験費用、工事

費用の増大が予想される。 

・この試験には現在、半年位の期間と高額な費用が必要となり、アスベストが含有さ

れていた場合には、アスベスト施行資格をもった電気工事士が必要となり、対策費用

も併せて見積もると 1.5 倍にもなった例もある。 

・以上から、現行のアスベスト対策強化規制を緩和しないと、カーボンニュートラル

のもっとも現実的な取り組みである LED 化が困難になる。政府の 2030 年全公共施設

の 100％LED 化も困難を極めることが予想される。 

・一方で、天井工事を伴わない管交換方式の場合はこの規制の対象にはならないこと

を確認周知すべき。 

以   上 



別 紙 

 

ＬＥＤ管交換タイプの発火の危険性について誤解を招きかねない 

ポスターについて 

 

日本照明工業会作成で経産省が後援しているポスター「まるごと照明器具交換

を推奨します。そのランプ交換、大丈夫ですか?」では消費者、電気工事業界

に誤解を与える表現がなされており、本来はコストと工期で器具交換より優位

性があり、アスベスト規制問題にも対応できる管交換方式の普及を妨げている。 

これを経産省が後援していることにも問題があり消費者の選択と合理的な工

事手法について誤った指導を行うこのチラシを撤回し、事実を周知すべきであ

る。 

 

・安定器を取り外せば、発火の危険性はない。 

安定器切断の管交換では安定器をバイパスして、ソケットと接続する工法では 

安定器を通さず LED 管に直接電気を通すため、発火の危険性はない。 

・事故となる可能性があるのは、安定器を外していない状態で管交換を行

うタイプの製品であり、現在はほとんど市場に出回っていない。 

・誤解を招き社会不安を煽る記載であり政府のカーボンニュートラル行動

計画目標の達成方針にも反しているので撤回すべき。 

 

・経済産業省商務情報政策局情報産業課新沼課長補佐（2023 年 5 月 15 日確認） 

に確認（2023 年 5 月 15 日）したところ本チラシに掲載している発火例は LED 初

期に登場した安定期を切断しないレトロタイプの 29 件の事故例を挙げており、現

在の管交換方式のことではないとの解明。 

 

・ちなみに、日本照明工業会が作成したガイドラインは全般的に管交換工事を制限

する方向の記載が多く、日本独自の製品である器具交換に誘導しようとしている。 

・照明メーカーの責任回避と高額な器具の販売促進の為の記載を真に受けて不要な

費用、税金を浪費する必要はない。個別具体的に、現実に即した導入とメンテナン

スを行うことが必要。 

 

以  上 
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（後援）

ランプ又は照明器具内の部品が異常に高い温度となり、
発火・発煙することがあります。

LEDランプが正常点灯しているように見えても、
器具の絶縁性能が不足している場合、そのまま使い続けると
発火・発煙する恐れがあります。
蛍光灯器具では、通常10V未満の低い電圧しかかからないことを前提にして、ソケット部に求められる絶縁性能が定められています。
直管LEDランプを使用する場合、想定以上の電圧がかかり、不安全となるリスクがあります。

蛍光灯照明器具をLED化する際、
あるいは長期間使用した器具を交換する際は

直管LEDランプと既設の照明器具の組み合わせが不適切な場合、
重大事故が発生しています。

そのランプ交換、大丈夫ですか？

照明器具交換を
 推奨推奨しまします。
照明器具交換を
推奨します。

まる
ごと

蛍光
ある

・・・・

ご注意
ください

原因 原因 原因

● LEDランプ種別選択の誤り・施工方法の間違い
● 器具（ソケット）の絶縁性能不足
● 継続使用した安定器の劣化  など

● 通電しながらのランプ交換 ● 継続使用したソケットの劣化
● ランプの質量超過
● 異常発生時のソケットの熱変形

発煙発煙 発火発火発煙 発火 感電 落下ラ
ン
プ

ランプ挿入時や交換時
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LED化改造工事の記録
適合LED光源：

工事事業者名 ：
改造工事年月 ：
この照明器具はLED光源用に改造してあります。

蛍光ランプは使用できません。
落下・発火・感電の危険があります。

[警 告]

形　名
定格電圧
定格消費電力

LEDYYYY ×2
100V～242V
24W ×2
XYG電気工事（株）
2021年3月

FT-XXXXXX
ABC 定格電圧 100V

入力電流 0.78A
ABC株式会社 2001年製造

ランプ電流 0.33A

定格周波数 50/60Hz 定格消費電力70W
ランプ FLR40S/M/60 ×2（FLR40S/M×2)

（室内用）

蛍光灯器具

PS
E

a b

c
d

既設の蛍光灯器具をLED化する際、日本照明工業会は、器具交換を推奨しますが、
G13口金直管LED光源に交換する場合は以下のご注意が必要です。

ガイド301概要

G13口金直管LED光源がJLMA301に準拠していること

既設の蛍光灯器具のLED化改造工事をする際は
ガイド301を遵守すること

照明器具まるごと交換をおすすめします。
ランプ交換だけでは安心できません！

■ 既設の蛍光灯器具をAC直結G13口金直管LED光源用に改造工事する場合の注意

※ 照明器具の内部配線切断や再結線などを行うリニューアル等も含む。

※一般社団法人日本照明工業会2021年4月21日制定日本照明丁業会ガイド「ガイド301」より抜粋。詳細は「ガイド301」をご確認ください。

ガイド301の詳細
はこちらを

ご参照ください。

JLMA301の詳細
はこちらを

ご参照ください。

蛍光灯器具内の電気部品（ソケット、端子台、配線など）は、
仕様、劣化状態を確認の上、必要に応じて交換する。
変色や亀裂などの明らかな劣化が認められる場合は、
交換しなければならない。

LED光源を使用者によって容易に脱着できないよう
改造工事の一環として対策する。“容易に着脱できない”
には、工具を使用しなければ交換できない構造を含む。

改造工事後の器具本体に
次の表示を行う。

蛍光灯器具内の安定器は、将来的な保守作業の際に
蛍光灯器具と誤認されることを防止するため、取り外す。

図２： 蛍光灯器具の銘板情報が無効である旨の表示例

図３： 給電の表示例

（※１）

（※１）

（※2）

（※2）

 LED光源に関する事項及び改造工事に
 関する事項の表示例

図１：LED光源に関する事項及び改造工事に関する事項の表示例

既設の蛍光灯器具にLED化改造工事を行うと、既設照明器具メーカの製品保証が
適用外になります。

LED化改造工事後の器具には、従来の蛍光ランプは使用できなくなります。
誤って蛍光ランプを装着すると、焼損、ランプ破損等の危険性があります。

詳しくはG13口金直管LED光源製造販売事業者にご確認ください。

既設の蛍光灯器具のLED化改造工事を行う電気工事業者などは、
LED光源の取扱説明書に従うとともに、下記の注意事項を遵守することが望ましい。

１）適合するLED光源の形式（光源の製造社名）及び
      蛍光ランプの取付けが不可である旨。（図1参照）

2）LED光源の定格電圧、定格消費電力、工事業者名、工事年月など。（図1参照）

3）蛍光灯器具の銘板に記載の情報（蛍光灯器具である旨、定格、製造社名、
     PSEマーク、適合ランプなど）は、無効で ある旨。（図2参照）

4）給電側のソケットの近傍の容易に見える場所に、給電側であることを
     表す識別。（図3参照）

①

②

安定器
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